
 

 

  

  

 



（１）学校を超えて、「出会った」：教員、児童⽣徒の視野が広がった。 
（２）ICT 活⽤への挑戦 ：ロイロノート、Jamboard の使い⽅を先⽣みんなで練習し、合同授
業や⽇常の遠隔・対⾯授業等で活⽤するようになった。 
（３）特別から⽇常へ：気軽に⽇常的に遠隔合同授業ができるような環境づくりを２校で構築
できた。 
（４）⼦どもの変化：⼦どもたちが遠隔合同授業の「次」を楽しみにするようになった。また、
より主体的に学び、⾃分の意⾒や考えを発表できるようになった。 
（５）新しい授業⽅法を実践：サンホセ⽇本⼈学校から教えてもらったシンキングツールやモ
グラチャートなど新しい教え⽅を学び、⾃⾝の授業を更に⼯夫するようになった。 
（６）学校を超えたつながり：ゲストティーチャーなど外の⼈とつながる授業を実践できるよ
うになった 

１）何からはじめる？：プログラミング学習で遠隔合道授業を計画。新しい環境に出会い、教
師も、⼦供も、保護者も不安と楽しみを共有 
（２）授業に変化：従来の授業「らしく」ではなく、スクラッチなどを授業でやってみる 
ことで、ゲーム的な要素が⼊り、「つくる」学びへ。 
（３）新しさ：新しい環境、新しい活動、新しい⼈との学習。とにかくいろんな「新しい 
」にふれ、未知との遭遇をみんなで楽しもうとした。 
（４）やってみるとおもしろい：やり⽅をしらない、経験したことがないことも、「みん 
なで」やってみると、できる。やってみるとおもしろい。そんな体験を教師、⼦供、保護 
者で共有できた。誰かのできるをつなぎあわせて、みんなでできるをつくっていった。 
（５）コロナ禍を「おかげ」に変える：未曾有の危機コロナに直⾯！すでに遠隔合同授業 
をはじめていたので、焦ることなく、それまでやってきたことを⼟台に、⼦どもの学びを 
⽌めない活動に取り組む 
（６）⼦どもに寄り添う授業づくり：⼦どものやりたい、やってみたい、知りたいを軸と 
して授業を展開。⼦どものやってみたい！がうまれる学習環境になってきた。 
（７）いろんな挑戦：ICT 環境が整い、ゲストティーチャーを呼ぶなど新しい活動を始め 
た。常に新しい挑戦に取り組んだ。 
（８）今後もずっと：ここでの経験を他の授業や帰国後もいかしていきたい。特別⽀援学 
校で働きはじめた教員もこの経験をいかしている。これからも、ずっと。 

（１）予定調和から即興へ：最初はやりかたがわからず、原稿を読むような遠隔会議 
・・。たけのこニョッキなど遠隔合同授業でアイスブレーキングをやってみると肩の⼒が 
抜ける。予定調和ではなく、相⼿と、そして、⼦どもと息を合わせた授業づくりへ。 
（２）ICT の⼤⼈買い：機材をただ買うのではなく、学習環境全体を「つくる」。どうい 
う学習環境が必要か？話し合って、検討して、全体をデザイン！ 
（３）コロナの「おかげ」でのマインドで乗り越える：コロナ禍の中で、ICT 活⽤の必要 
感がぐんと上がる。⾮⽇常だった遠隔授業が⽇常になっていった。 
（４）宝⼒先⽣の⽇本への研修：コロナ禍で渡航できない川上先⽣に宝⼒先⽣が遠隔授業 
を実施。宝⼒先⽣からの宿題もしっかりやっていくうちに、遠隔授業に慣れてきた川上校 
⻑。サンホセに赴任した時に、遠隔合同授業が特別ではなく、普通に授業もできるように 
なっていた。 
（５）先⽣のやってみたい！がうまれる学校に：先⽣の、やってみよう、やってみたいが 
次々に⽣まれる。遠隔合同授業が⽇常化しただけでなく、常に新しい挑戦が⽣まれていく 
。 
（６）先⽣のやってみたい、がうまれる学校づくりの裏話：何よりも先⽣⽅が負担を感じ 
ないように進めることが⼤事！と研究主任の宮本先⽣。無理なく、楽しく、続けれるため 
には？それを追求していくうちに、先⽣⽅から「もっとやりたい」が⽣まれてきた。外発 
的な動機ではなく、内発的な動機から、先⽣⽅の挑戦が次々⽣まれていく。そして、みん 
なが誰かの背伸びを応援できる環境になっていった。 
（７）これから：下重先⽣の⾔葉「ICT なしでもう授業するイメージがわかない」それくらい
ICT が⽇常になったサンホセ。ICT は、先⽣にとっても⼦どもにとってもちょうどいい 
道具になりました。これからも先⽣⽅の挑戦は続く。 

（１）失敗してもみんなでフォロー：遠隔合同授業では、何が起こるかわからない。だか 
らこそ、みんなで失敗を恐れず、挑戦！失敗したらみんなでフォロー。そうやって、みん 
なが実践⼒を積んできた。 
（２）⼈に⼒を借りたり、貸したり：やり⽅がわからないこと、経験したことがないこと 
は常に起こる。だからこそ、みんなで助け合う。そして、みんなで深める。 
（３）深める対話、深まる理解：少⼈数クラスの RJ。遠隔地にいる友達と関わるうちにど 
んどん対話が深まっていく。そして理解も深まっていった。 
（４）⼦どもに⽀えられて：⼦どもは教えの対象ではなく、教えてくれる存在でもあった 
。わからないことがあっても⼦どもにも⼒を貸してもらって遠隔合同授業を実践できるよ 
うになった。 
（５）つながりの中での学び：相⼿がいることは⼦どもを⼤きく成⻑させる。相⼿の友達 
に教えたい、やってあげたい、そういった気持ちが、学びに対する意識や態度を前向きに 
する。 
（６）ピンチをチャンスに！：コロナ禍の「せいで」と嘆くのではなく、ピンチをチャン 
スに変えることができたのは、同僚たちの存在。周りの助けによって、多くを解決し、多 
くができるようになった。 


